

年
度
上
期
製
造
数
量


％
減
の

万


単
月
全
て
前
年
割
れ
で
過
去
最
低

日合協
　
日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協
会

︵
今
泉
保
彦
会
長
︶
が
会
員
企
業

を
対
象
に
ま
と
め
た
２
０
２
４
年

度
上
期
︵
４
｜
９
月
累
計
︶
の
ア

ス
フ

ル
ト
合
材
製
造
数
量
は


前
年
同
期
比
３
・
９
％
減
の
１
５

２
１
万
３
０
０
０

と
な
り

過

去
最
低
だ

た
前
年
同
期
実
績

︵
１
５
８
２
万
５
０
０
０

︶
を

さ
ら
に
下
回

た

単
月
を
見
て

も

４
｜
９
月
は
全
て
が
マ
イ
ナ

ス

さ
か
の
ぼ
る
と

年
８
月
以

降


カ
月
連
続
の
前
年
割
れ
と

な

て
お
り

製
造
数
量
の
減
少

が
止
ま
ら
な
い


　

年
度
上
期
の
製
造
数
量
の
内

訳
は

主
に
高
規
格
の
道
路
に
使

わ
れ
る
新
規
合
材
が
１
・
９
％
減

の
３
８
１
万
９
５
２
０


一
般

道
の
新
設
や
補
修
な
ど
に
多
用
さ

れ
る
再
生
合
材
が
４
・
５
％
減
の

１
１
３
９
万
３
６
８
４

で
両
方

と
も
減
少
し

特
に
再
生
合
材
の

落
ち
込
み
が
目
立

た


　
ブ
ロ

ク
別
で
は

能
登
半
島

地
震
の
復
旧
工
事
な
ど
が
あ
る
北

陸
と

九
州
の
２
地
区
が
前
年
同

期
を
上
回

た
が

こ
の
ほ
か
の

８
地
区
は
軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
と
な


た

北
海
道
と
沖
縄
は
４
期
連

続

東
北

中
部

近
畿

四
国

は
３
期
連
続
の
前
年
同
期
割
れ
と

い
う
厳
し
い
状
況
が
続
く


　
工
場
稼
働
率
の
全
国
平
均
は


前
年
同
期
よ
り
０
・
７

低
下
し

て

・
７
％
と
な
り


％
台
を

割
り
込
ん
だ

ブ
ロ

ク
別
で
全

国
平
均
を
超
え
た
の
は

関
東

︵

・
８
％
︶

北
陸
︵

・
０

％
︶

中
部
︵

・
６
％
︶
の
３

地
区

こ
の
ほ
か
の
地
区
は

％

台
で

沖
縄
に
至

て
は

・
２

％
に
と
ど
ま

て
い
る


　
日
合
協
の
担
当
者
に
よ
る
と


原
材
料
や
燃
料
な
ど
製
造
コ
ス
ト

が
上
昇
・
高
止
ま
り
す
る
一
方


需
要
の
低
迷
で
価
格
転
嫁
が
う
ま

く
進
ま
ず

販
売
単
価
が
上
が
ら

な
い
と
い
う
﹁
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
﹂

に
見
舞
わ
れ
て
い
る

合
材
工
場

の
経
営
は
日
に
日
に
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り

災
害
時
に
緊
急
対
応

で
き
な
く
な
る
な
ど
地
域
の
安
全

・
安
心
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

と
し

政
策
的
な
道
路
舗
装
へ
の

投
資
を
訴
え
て
い
る

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